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ん
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シ
ネ
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ト
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ク

鈴
木
　
伸
夫





第
三
十
九
回
「
名
画
座
で
の
出
来
事
」

　
ぼ
く
が
名
古
屋
に
住
ん
で
い
た
時
代
は
、
中
学
校
と
高
校
時
代
で
し
た
。
テ
レ
ビ
で
は
午
後
３

時
か
ら
「
テ
レ
ビ
名
画
座
」
と
い
う
番
組
が
放
送
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
「
テ
レ
ビ
名
画
座
」

は
古
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
映
画
を
セ
レ
ク
ト
し
て
放
送
し
て
い
ま
し
た
が
、
派
手
な
ア
メ
リ
カ
映
画
と

違
い
人
間
の
描
き
方
が
ゆ
っ
く
り
で
、
若
か
っ
た
ぼ
く
に
は
つ
い
て
い
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、「
テ
レ
ビ
名
画
座
」
と
い
う
題
名
は
、
す
て
き
な
魅
力
が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
格
的
に
劇
場
の
「
名
画
座
」
へ
通
い
始
め
た
の
は
、
仙
台
の
高
校
へ
入
っ
て
か
ら
で
す
が
住

ん
だ
土
地
で
い
ろ
い
ろ
な
名
画
座
の
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

　
東
一
番
丁
通
り
の
東
北
大
学
寄
り
に
仙
台
の
「
名
画
座
」
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
映
画
館
は
一

本
立
で
一
週
間
の
上
映
（
火
曜
〜
月
曜
）
で
し
た
。
ま
た
、
故
竹
脇
昌
作

シ
ョ
ウ
サ
ク

（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
、
息
子
で
俳
優
の
竹
脇
無
我
ム

ガ

（
故
人
）
は
三
男
）
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
「
ム
ー
ビ
ー
ト
ー
ン
ニ
ュ
ー

ス
」
も
上
映
し
て
い
ま
し
た
。
ビ
ー
ト
ル
ズ
映
画
の
上
映
の
時
、
椅
子
の
席
が
空
い
て
い
る
の
に

わ
ざ
わ
ざ
ス
ク
リ
ー
ン
の
横
に
立
っ
て
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
メ
ン
バ
ー
が
画
面
に
映
る
と
奇
声
を
発
し
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た
り
、
泣
き
出
し
た
り
し
て
い
る
女
子
高
校
生

が
た
く
さ
ん
い
て
、
思
い
っ
切
り
青
春
を
映
画

館
で
し
て
い
ま
し
た
。

　
東
京
の
飯
田
橋
に
は
「
名
画
座
ギ
ン
レ
イ

ホ
ー
ル
」
と
い
う
劇
場
が
あ
り
ま
し
た
。
74
年

（
昭
和
49
年
）
開
館
。
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
が
終
っ

た
映
画
の
な
か
か
ら
セ
レ
ク
ト
し
二
本
立
の
上

映
。
色
紙

イ
ロ
ガ
ミ

を
四
つ
折
に
し
た
無
料
の
ミ
ニ
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
（
ギ
ン
レ
イ
通
信
）
が
楽
し
み
に
な

り
ま
し
た
。

　
池
袋
の
文
芸
座
（
古
い
時
代
の
文
芸
座
）
こ

の
劇
場
の
特
集
は
、「
よ
く
フ
ィ
ル
ム
を
集
め
ま

し
た
」
と
頭
が
下
が
る
思
い
で
観
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。「
市
川
雷
蔵
特
集
」を
観
に
行
っ
た
時
、

－ 152 －



場
内
は
、
昔
若
か
っ
た
ご
婦
人
ば
か
り
。
映
画

「
ひ
と
り
狼
」
が
上
映
さ
れ
「
出
演
者
」「
市
川

雷
蔵
」と
画
面
に
出
る
と
大
拍
手
。物
語
が
終
っ

て
「
完
」
の
画
面
に
大
拍
手
と
、
大
変
な
盛
り

上
が
り
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　
「
有
楽
シ
ネ
マ
」
で
は
、
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
の

「
海
外
特
派
員
」（
40
年
製
作
・
ア
メ
リ
カ
映

画
）
を
観
ま
し
た
。
映
画
の
取
材
帰
り
で
電
車

の
帰
り
時
間
の
調
整
の
た
め
入
っ
た
の
で
す

が
、
た
ま
た
ま
一
緒
に
相
前
後
し
て
入
っ
た
年

輩
の
女
性
が
、
映
画
上
映
と
同
時
に
バ
ッ
ク
の

中
か
ら
毛
糸
の
玉
を
出
し
、
映
画
は
観
な
い
で

上
映
中
編
物
を
し
て
い
る
の
に
は
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
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東
京
都
内
で
年
一
回
、
必
ず
青
森
県
む
つ
市

出
身
の
映
画
監
督
「
川
島
雄
三
」
の
特
集
上
映

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
お
客
さ
ん
は
「
市
川

雷
蔵
特
集
」
と
違
い
、
若
い
人
ば
か
り
。「
川
島

雄
三
」
が
、
東
京
の
そ
れ
も
若
い
女
性
に
こ
ん

な
に
人
気
が
あ
る
と
は
、
現
場
に
行
か
な
け
れ

ば
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
い
え
ば
、「
川

島
雄
三
」
に
関
連
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
本
も

本
屋
さ
ん
に
多
く
並
べ
ら
れ
、
人
気
は
若
い
人

だ
け
で
は
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う

ぼ
く
も
そ
の
な
か
の
一
人
な
の
で
す
。

　
「
目
黒
シ
ネ
マ
」
は
東
京
都
内
の
目
黒
区
に

た
だ
ひ
と
つ
の
映
画
館
。
こ
こ
で
観
た
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
僕
を
愛
し
た
二
つ
の
国
」
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（
90
年
製
作
・
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
合
作
映
画
）

は
拾
い
物
で
し
た
。

　
「
下
高
井
戸
シ
ネ
マ
」
へ
は
、
見
逃
し
た
「
地

球
交
響
曲
ガ
イ
ヤ
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
第
二
番
」（
95

年
製
作
・
日
本
映
画
）
の
上
映
を
追
っ
て
、
ア

フ
タ
ー
フ
ァ
イ
ブ
に
急
い
で
出
か
け
ま
し
た
。

東
京
は
広
い
。
や
っ
と
間
に
合
い
ま
し
た
。

　
「
早
稲
田
松
竹
」
へ
、
ク
リ
ン
ト
・
イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
監
督
の
「
真
夜
中
の
サ
バ
ナ
」（
97
年
製

作
・
ア
メ
リ
カ
映
画
）
を
追
い
か
け
て
「
早
稲
田
」
ま
で
。
終
電
車
に
や
っ
と
間
に
合
い
ま
し
た
。

（
続
）

（
文
中
敬
称
略
）

伸
　

平
成
24
年
４
月

－ 155 －

▲早稲田松竹のミニパンフレット
　表面と中面（２つ折り）

追
記 

　
12
年
（
平
成
24
年
）
日
本
最
古
の
映
画
会
社
「
日
活
」
が
100
周
年
を
迎
え
た

の
を
記
念
し
て
、
後
の
100
年
ま
で
残
し
た
い
１
本
と
し
て
、
川
島
雄
三
監
督
の
代
表

作
「
幕
末
太
陽
伝
」
を
選
び
、
デ
ジ
タ
ル
修
復
し
、
青
森
県
内
で
も
上
映
さ
れ
ま
し

た
。（
平
成
24
年
２
月
〜
３
月
）

　
作
品
は
、
何
回
も
観
て
い
る
の
で
す
が
、
修
復
版
は
、
霧
が
晴
れ
た
よ
う
に
は
っ

き
り
映
写
さ
れ
、
初
め
て
観
る
シ
ー
ン
が
、
何
ヶ
所
か
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
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